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次号
特集

改訂第 6 版となる「感染症プラチナマニュアル
2020」が刊行されました。初版から順調に進化を
重ね，ついに 500 ページを超えました。マニュア
ルは物理的にコンパクトサイズに収めることが 1
つの大きな使命ですが，電子版書籍の登場で，少
しとらえ方が変わってきている気がします。例え
ば，電子版なら検索機能があれば詳細な索引は不
要になるかもしれません。略語や記号を駆使して
スペースを切り詰めるよりかは，文章単位の可読
性が重視されるかもしれません。端末の画面を想
定した書体や，1行の文字数も気になってきます。
編集面においては，こういった吟味が電子版，冊
子版を問わず，マニュアルのクオリティを地道に
鍛えていくものと考えます。とはいえ，プラマニ
ュ 2020 もしっかり例年のサイズ感は堅持してい
ます。今年の表紙カラーはもちろん，同時刊行と
なる「ASM臨床微生物学プラチナレファランス」
の表紙デザイン，これはぜひ現物でお確かめくだ
さい。

■Vol.5（2017年）
No.1 神経内科
No.2 呼吸器疾患2
No.3 感染症2
No.4 老年科
■Vol.6（2018年）
No.1 腎疾患2
No.2 糖尿病
No.3 肝胆膵
No.4 心不全
■Vol.7（2019年）
No.1 外来マネジメント
No.2 総合内科のための集中治療
No.3 抗血小板薬，

抗凝固薬のすべて
No.4 内科エマージェンシー
■Vol.8（2020年）
No.1 アレルギー
No.2 画像診断①胸部・縦隔編
No.3 手技

■Vol.1（2013年）
No.1 ホスピタリスト宣言
No.2 感染症
■Vol.2（2014年）
No.1 腎疾患
No.2 膠原病
No.3 消化管疾患
No.4 緩和ケア
■Vol.3（2015年）
No.1 呼吸器疾患1
No.2 外来における

予防医療
No.3 循環器疾患1
No.4 血液疾患
■Vol.4（2016年）
No.1 代謝内分泌
No.2 周術期

マネジメント
No.3 腫瘍
No.4 他科の知識1

ISBN 978-4-8157-0081-2

Vol.7 No.4　2019年12月1日発行〔年4回（3，6，9，12月1日）発行〕

医学書院…823，824
金原出版…853

ア
レ
ル
ギ
ー

2020年第1号（Vol.8 No.1）（3月発行）

総論
 1． アレルギーの基礎研究：遺伝要因，環境要因について
 2． アレルギーの病態生理
 3． アレルギーの検査・診断総論
 4． 免疫療法について
各論
 5． 成人喘息（アトピー性／非アトピー性）
 6． ①難治性喘息
 6． ②重症喘息と診断できたら：生物学的製剤について
 7． 気管支喘息：特殊型
 8． アレルギー性鼻炎（通年性／季節性）
［コラム①］好酸球性副鼻腔炎・慢性副鼻腔炎・好酸球性中耳炎
 9． アレルギー性結膜疾患
 10． アトピー性皮膚炎
 11． 蕁麻疹
［コラム②］血管性浮腫
 12． 食物アレルギー
 13． アナフィラキシー
 14． 薬剤アレルギー

※誌面の都合により，内容が変わることがあります。

日本型ホスピタリストは入院のみならず，外来でもその重要な役割
を担います。本特集では，入院患者に限局することなく，外来治療
がメインになる典型的な症例を含めて，アレルギー疾患の診断，治
療について，エビデンスもふまえたうえで日本での臨床に即して概
観します。ある程度の網羅性と，総論-各論のつながりを理解して
勉強したいというニーズに応えるものを目指します。
読者（主に総合内科医，研修医）が臨床に即した切り口からアレ

ルギー診療のコンセプトを知り，一方でアレルギーの専門家の思考
回路もご提示いただくことで，本特集が言葉のハードルを下げ，実
際どのように専門家の先生方と連携して診療していけばよいかがわ
かる共通言語となればと思います。また，このテーマに不可欠な小
児のトピックなどにもふれ，本疾患の奥深さをお伝えするものにな
ればと思います。
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